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１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

(当期の経営成績) 

当期の当社グループを取り巻く経営環境は、米国の金融政策正常化に向けた動きや新興国経済の先行きへの

不透明感、原油価格の下落、一部地域での地政学的リスクの影響があるものの、海外経済は緩やかに回復して

います。特にインドでは新政権による改革や原油安から景気は着実に回復しています。一方、国内においては

消費税率引上げの影響もあり景気の先行きは不透明な状況にあります。 

このような状況下、当期の連結売上高は3兆155億円と前期に比べ772億円（2.6％）増加し、リーマンショッ

ク後に落ち込んでいた売上高を3兆円まで回復することができました。国内売上高は四輪車の減少により1兆

946億円と前期に比べ381億円（3.4％）減少しましたが、海外売上高が、インドでの四輪車の売上増加等によ

り1兆9,209億円と前期に比べ1,153億円（6.4％）増加しました。 

連結利益の面では、営業利益はインドネシア、タイでの減益をインドでの増益でカバーしたものの、国内外

での営業諸費用の増加等により1,794億円と前期に比べ83億円（4.4％）の減少となりました。経常利益は

1,943億円と前期に比べ35億円（1.8％）の減少、当期純利益は少数株主利益の控除が増加したことなどにより

969億円と前期に比べ106億円（9.9％）の減少となりました。 

＜セグメント別の業績＞ 

(二輪車) 

二輪車事業の売上高はアジアでの販売減少等により2,505億円と前期に比べ161億円（6.0％）減少しました。

営業利益は前期の1億円から営業損失7億円となりました。 

(四輪車) 

国内売上高は「ハスラー」が2015年次ＲＪＣ カー オブ ザ イヤー他、多くの賞を受賞するなどお客様に

ご好評を頂き、また、ガソリン車Ｎｏ.１燃費を達成した新型「アルト」、広さ、低燃費、使いやすさを追求

した軽ワンボックス「エブリイ」、「エブリイワゴン」の発売など商品力を強化し拡販に努めてまいりまし

たが、消費税率引上げに伴う反動減もあり、前期を下回りました。海外売上高はインドでの増加等により前

期を上回りました。この結果、四輪車事業の売上高は2兆7,020億円と前期に比べ863億円（3.3％）増加しま

した。営業利益はインドでの増益があったものの日本やインドネシア、タイでの減益等により1,718億円と前

期に比べ75億円（4.2％）減少しました。 

(特機等) 

特機等事業の売上高は欧州や北米での船外機の売上増加等により630億円と前期に比べ70億円（12.5％）増

加しました。営業利益は83億円と前期並みとなりました。 
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＜所在地別の業績＞ 

(日本) 

売上高は日本を経由する三国間取引の拡大等により1兆7,650億円と前期に比べ633億円（3.7％）増加しまし

た。営業利益は国内外の販促強化や品質費用の増加等により907億円と前期に比べ438億円（32.6％）減少しま

した。 

(欧州) 

売上高は新型コンパクトＳＵＶ「ビターラ」の販売開始や日本を経由する三国間取引の拡大等により4,361

億円と前期に比べ596億円（15.9％）増加しました。営業利益は51億円と前期に比べ9億円（23.2％）増加しま

した。 

(アジア) 

売上高はインドネシア、タイで減少しましたが、インド、パキスタンなどでの増加により1兆3,062億円と前

期に比べ1,308億円（11.1％）増加しました。営業利益はインドネシア、タイなどでの減益をインド四輪でカ

バーし816億円と前期に比べ222億円（37.3％）増加しました。 

(その他の地域) 

売上高は米国での船外機の販売増加や中南米での二輪車、四輪車の販売増加等により1,592億円と前期に比

べ82億円（5.4％）増加しました。営業利益は26億円と前期に比べ24億円増加しました。 

・次期の見通し 

次期は国内軽四輪の需要減が想定されるものの、インドをはじめ海外での販売増加等により当期に比べ増収

増益を見込みます。当社グループは一丸となってあらゆる分野での改革に取り組み、以下の連結業績予想を達

成すべく事業活動を展開してまいります。 

（連結業績予想…第２四半期累計） 

売    上    高 1兆5,000億円 （前年同期比 4.8%増） 

営  業  利  益      910億円 （前年同期比 0.5%増） 

経  常  利  益      980億円 （前年同期比 0.8%増） 

親会社株主に帰属

する四半期純利益
 550億円 （前年同期比 2.0%増） 

（連結業績予想…通期） 

売    上    高  3兆1 ,000億円 （前期比 2.8%増） 

営  業  利  益    1,900億円 （前期比 5.9%増） 

経  常  利  益    2,000億円 （前期比 2.9%増） 

親会社株主に帰属

する当期純利益
1,100億円 （前期比 13.6%増） 

為 替 レ ー ト   １米ドル＝115円、１ユーロ＝125円、１インドルピー＝1.85円 

 100インドネシアルピア＝0.90円、1タイバーツ＝3.50円 

※次期の見通しについては、現時点で入手可能な情報及び仮定に基づき算出したもので、リスクや不確実性を含んでお

り、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、さまざまな要因の変化により大きく

異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、主要市場にお

ける経済情勢及び需要の動向、為替相場の変動(主に米ドル／円相場、ユーロ／円相場、インドルピー／円相場)など

が含まれます。 
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（２）財政状態に関する分析 

・資産、負債及び純資産の状況 

当期末の財政状態は、総資産は3兆2,528億円（前期末比3,787億円増）、また、負債の部は1兆5,514億円

（前期末比1,717億円増）、純資産の部は1兆7,014億円（前期末比2,070億円増）となりました。 

・キャッシュ・フローの状況 

当期の営業活動によるキャッシュ・フローは2,550億円の増加（前期は3,229億円の資金増加）となり、投

資活動では有形固定資産の取得など1,209億円の資金を使用（前期は2,866億円の資金減少）しました結果、

フリー・キャッシュ・フローは1,341億円のプラス（前期は363億円の資金増加）となりました。財務活動で

は長期借入の実施等により845億円の資金が増加（前期は28億円の資金増加）しました。 

その結果、現金及び現金同等物の当期末残高は9,323億円となり、前期末に比べ2,217億円増加しました。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社グループの業績は、新興国を中心とした海外生産工場への依存度が高く、為替変動にも左右されやすい

構造にあります。さらに、当社グループは、今後、こうした海外拠点での積極的な設備投資を計画しておりま

す。これからも当社グループが、安定的に成長していくためには、当社の体力をより強化し、不測の事態に備

えることが重要であります。 

当社の利益配分につきましては、継続的な安定配当を基本とし、あわせて中･長期的な視点から、業績、企業

体質の一層の強化と今後の事業展開に備えるための内部留保の充実などを勘案し、連結配当性向15％を目途に

決定しております。 

当期につきましては、前期に比べ減益ではありますが、連結配当性向を勘案し期末配当金は１株につき前期

末より3円増配となる17円とさせていただく予定です。なお、中間配当金を含めました年間配当金は27円となり、

前期より１株につき3円増配となります。 

次期の配当金につきましては、当期と同額の１株につき27円（うち、中間配当金10円）とさせていただく予

定です。 
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２．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは、「消費者の立場になって価値ある製品を作ろう」を社是の第一に掲げてきました。

今後もお客様に喜ばれる真の価値ある製品づくりに努めてまいります。 

「小さなクルマ、大きな未来。」をスローガンに、お客様の求める小さなクルマづくり、地球環境

にやさしい製品づくりに邁進いたします。 

あらゆる面で「小さく・少なく・軽く・短く・美しく」を徹底し、ムダのない効率的な健全経営に

取り組んでまいります。 

 

（２）目標とする経営指標及び中期的な会社の経営戦略 

平成27年３月期での連結売上高3兆円、経常利益率6%を目標として取組んでまいりましたが、連結売

上高目標、経常利益率目標とも達成することが出来ました。 

新たな計画につきましては、適切な時期に公表する予定です。 

 

（３）会社が対処すべき課題 

当社グループは、厳しい経営環境の中、「知恵を出し、人一倍の努力と行動を積み重ね、全社一丸

となって生き残りをかけ、未来を切り拓く」を基本方針として、以下の課題に取り組んでまいります。 

・品質管理体制の強化 

品質管理は早急に対処すべき経営の最重要課題として重く受け止めております。品質の管理体

制を抜本的に見直し、再発防止に努めてまいります。 

・商品づくり、研究開発力の強化 

商品競争力向上のため、環境技術、低燃費化技術、軽量化技術、安全技術、情報通信技術、デ

ザイン力など研究開発を強化してまいります。また、エンジン・パワートレイン・プラットフォ

ームの統合化による開発の効率化、および部品の共通化などを進めることにより、一層のコスト

ダウンをはかってまいります。 

・生産力の強化 

「地産地消」の考えに基づき、引き続き海外生産の強化に努めてまいります。特にアジアでは

自動車需要が増加しており、内作化率の向上、グローバル購買の拡充、現地での生産能力の強化

に努めてまいります。あわせて、ＦＴＡ等地域間経済連携の進展や為替動向に基づき、日本にお

けるものづくりと海外との分担の最適化に取り組んでまいります。 

・販売網の拡充・強化 

各地域・各製品での競争激化に対しては、国内・海外ともに販売網の拡充・強化と市場に密着

した営業活動を展開してまいります。 

・二輪車事業の再建 

二輪車事業につきましては、全方位的な事業戦略を見直し、地域・商品・技術の選択と集中、

営業力の強化、開発期間の短縮、タイムリーな商品投入、先進的な技術・デザインへのチャレン

ジ等、積極的に取り組み、お客様の期待を超える価値を提供することで、二輪車業界の中で存在

感ある地位を取り返すべく事業活動を展開してまいります。 
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・地球環境問題への取組み 

環境問題については、当社グループは国内の軽自動車をはじめ、インドやアジアなどで多くの

燃費の優れた小型車を提供してまいりました。これら小型車の普及こそ環境問題に貢献できるも

のと考えております。「スズキグリーン テクノロジー」による次世代環境技術の推進に加え、

「スズキ環境計画2015」、「スズキ生物多様性ガイドライン」に基づき、地球環境問題に取り組

んでまいります。 

・災害対策 

当社グループは従来より東海・東南海地震を想定した様々な予防策を講じてきましたが、東日

本大震災の発生を受け、津波被害が想定される静岡県磐田市竜洋地区拠点の浜松市内陸部への移

転、相良工場に集中していた軽自動車用エンジン生産の湖西工場への分散、四輪車開発拠点であ

る相良テストコースのリスク分散も兼ねたインド研究施設の拡充など、海外も含めた生産・研究

拠点の分散を実施しております。引き続き、災害に対する対応力を高めてまいります。 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、将来の国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用に備え、準備を行っております。具

体的な適用時期については、現在検討中であります。 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）  

下記以外は、最近の有価証券報告書（平成26年６月27日提出）における記載から重要な変更がない

ため、開示を省略しています。 

① 連結範囲及び持分法の適用に関する事項

(a) 連結子会社数 133社 国内会社……………㈱スズキ自販近畿 

㈱スズキ部品製造 他66社 

在外会社……………スズキ インターナショナル ヨーロッパ社 

マジャール スズキ社 

スズキ インドモービル モーター社 

マルチ スズキ インディア社 

パック スズキ モーター社  

スズキ モーター タイランド社 他59社 

(b) 非連結子会社数 1社 (うち持分法適用会社 なし)……鈴木自動車工業㈱ 

(c) 関連会社数 35社 (うち持分法適用会社 35社)……重慶長安鈴木汽車有限公司 他34社 

② 連結範囲及び持分法の適用の異動状況

(a) 連 結 (新規)     3社……スズキ モーター グジャラート社 他2社 

 (除外)     3社 

(b) 持分法 (除外)     2社 
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（追加情報） 

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更） 

従来、連結子会社のうち決算日が連結決算日と異なり、連結決算日において仮決算を実施しな

い会社については、連結子会社の決算日である12月31日現在の財務諸表を使用し、連結決算日と

の間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を行っていましたが、当連結会計年度より

スズキ モーター イベリカ社他５社は決算日を12月31日から３月31日に変更し、スズキ モータ

ー タイランド社他16社は連結決算日において仮決算を実施した上で連結することに変更してい

ます。 

これらの変更に伴い、平成26年１月１日から平成26年３月31日までの３ヶ月の損益については、

利益剰余金に計上しています。 

この結果、当連結会計年度の期首の利益剰余金が1,384百万円減少しています。 

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正） 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）が平成27年３月31日に公布され、

平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなり

ました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、従来の

34.9％から平成27年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については

32.3％に、平成28年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異について

は、31.6％となります。 

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は12,290百

万円減少し、法人税等調整額が同額増加しています。 

（会計方針の変更） 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会

計基準」という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25

号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文

及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当連結会計年度より適用し、退職給

付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給

付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の

平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごと

の金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従

って、当連結会計年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響

額を利益剰余金に加減しています。 

この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る資産が10,357百万円減少、退職給付に係る

負債が1,885百万円増加し、利益剰余金が8,118百万円減少しています。なお、当連結会計年度の

営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響は軽微です。 

なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しています。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

等の意思決定機関が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものです。 

当社は、経営組織の形態と製品及びサービスの特性に基づいて、「二輪車」「四輪車」「特機等」

の３つを報告セグメントとしています。 

各セグメントの主要製品及びサービスは以下のとおりです。 

セグメント 主 要 製 品 及 び サ ー ビ ス 

二 輪 車 二輪車、バギー 

四 輪 車 軽自動車、小型自動車、普通自動車 

特 機 等 船外機、雪上車用等エンジン、電動車両、住宅 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

(単位：百万円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)2 
合計 

二輪車 四輪車 特機等 計 

売上高 266,602 2,615,664 56,046 2,938,314 － 2,938,314

セグメント利益 (注)1 105 179,296 8,346 187,747 － 187,747

セグメント資産 222,413 1,649,071 42,668 1,914,153 959,921 2,874,074

その他の項目 

減価償却費 7,268 109,024 896 117,188 － 117,188

のれんの償却額 453 1,609 101 2,164 － 2,164

減損損失 128 900 0 1,029 － 1,029

持分法適用会社への投資額 15,335 40,276 87 55,699 － 55,699

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
22,847 189,604 1,167 213,619 － 213,619



スズキ株式会社 （7269）平成27年３月期 決算短信

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

(単位：百万円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)2 
合計 

二輪車 四輪車 特機等 計 

売上高 250,485 2,701,942 63,033 3,015,461 － 3,015,461 

セグメント利益又は損失(△) 
(注)1 

△675 171,827 8,272 179,424 － 179,424 

セグメント資産 203,256 1,893,036 45,159 2,141,452 1,111,348 3,252,800 

その他の項目 

減価償却費 8,504 124,686 1,186 134,377 － 134,377 

のれんの償却額 639 1,757 122 2,519 － 2,519 

減損損失 － 969 － 969 － 969 

持分法適用会社への投資額 15,089 45,342 82 60,513 － 60,513 

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
8,356 184,785 1,314 194,457 － 194,457 

(注) 1．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書における営業利益です。 

2．セグメント資産のうち、「調整額」の項目に含めた全社資産（前連結会計年度959,921百万円、当連結会

計年度1,111,348百万円）の主なものは、当社での余資運用資金（現金及び預金、有価証券 等）、長期

投資資金（投資有価証券）に係る資産等です。 

３．地域に関する情報 

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

(1) 売上高 

(単位：百万円) 

日本 インド その他 合計 

1,132,732 638,720 1,166,861 2,938,314 

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国に分類しています。 

(2) 有形固定資産 

(単位：百万円) 

日本 インド その他 合計 

340,946 192,417 161,056 694,420 

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

(1) 売上高 

(単位：百万円) 

日本 インド その他 合計 

1,094,611 787,560 1,133,289 3,015,461 

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国に分類しています。 

(2) 有形固定資産 

(単位：百万円) 

日本 インド インドネシア その他 合計 

366,866 237,765 89,798 101,461 795,892 
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（参考資料） 

参考情報として、所在地別の業績を以下のとおり開示します。 

【所在地別の業績】 

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

(単位：百万円) 

日本 欧州 アジア 
その他 
の地域 

計 消去 連結 

売上高 

(1)外部顧客に対する 
売上高 

1,309,383 360,465 1,118,169 150,296 2,938,314 － 2,938,314

(2)所在地間の内部売上高 

又は振替高 
392,284 16,000 57,185 679 466,149 (466,149) －

計 1,701,667 376,466 1,175,355 150,975 3,404,463 (466,149) 2,938,314

営業利益 134,513 4,154 59,419 241 198,329 (10,582) 187,747

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

(単位：百万円) 

日本 欧州 アジア 
その他 
の地域 

計 消去 連結 

売上高 

(1)外部顧客に対する 
売上高 

1,317,659 306,156 1,233,494 158,151 3,015,461 － 3,015,461

(2)所在地間の内部売上高 

又は振替高 
447,311 129,982 72,736 1,029 651,059 (651,059) －

計 1,764,970 436,139 1,306,230 159,181 3,666,521 (651,059) 3,015,461

営業利益 90,718 5,116 81,607 2,620 180,062 (637) 179,424

(注) 1．国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 
2．日本以外の区分に属する主な国又は地域 

(1)欧    州 …… ハンガリー、ドイツ、英国、フランス 

 (2)ア  ジ  ア …… インド、インドネシア、タイ、パキスタン 

(3)その他の地域 …… 米国、オーストラリア、メキシコ、コロンビア 

3．当社及び連結子会社の所在地を基礎として区分しています。 
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（１株当たり情報） 

前 期 
(25.4.1～26.3.31) 

当 期 
(26.4.1～27.3.31) 

１株当たり純資産額 2,365円03銭

１株当たり当期純利益金額 191円60銭

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額 191円57銭

１株当たり純資産額 2,641円99銭

１株当たり当期純利益金額 172円67銭

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額 172円63銭

(注) 算定上の基礎 

１. １株当たり純資産額

前 期 
(26.3.31現在) 

当 期 
(27.3.31現在) 

純資産の部の合計額（百万円） 1,494,357 1,701,390 

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 167,633 219,298 

(うち新株予約権) （168） （250）

(うち少数株主持分) （167,464） （219,048）

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 1,326,723 1,482,091 

普通株式の発行済株式数（株） 561,047,304 561,047,304 

普通株式の自己株式数（株） 71,248 71,756 

１株当たり純資産額の算定に用いられた 

期末の普通株式の数（株） 
560,976,056 560,975,548 

２. １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

前 期 
(25.4.1～26.3.31)

当 期 
(26.4.1～27.3.31)

１株当たり当期純利益金額 

 当期純利益（百万円） 107,484 96,862 

普通株主に帰属しない金額（百万円） －  － 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 107,484 96,862 

普通株式の期中平均株式数（株） 560,970,884 560,976,263 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

当期純利益調整額（百万円） － － 

普通株式増加数（株） 105,672 128,077 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株 

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在 

株式の概要 
－ － 

３．「会計方針の変更」に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項 

に定める経過的な取扱いに従っています。 

この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が、14円47銭減少しています。 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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６．その他 

（１）連結売上高の内訳 

（単位：数量 千台、金額 百万円）

前期 当期 比較増減 

（25.4.1～26.3.31） （26.4.1～27.3.31）   

数量 金額 数量 金額 数量 金額 

国 内 73 24,159 62 20,838 △ 10 △ 3,320

二 

輪 

車

海 外 1,332 242,443 1,130 229,646 △ 201 △ 12,796

欧 州 49 45,282 45 42,924 △ 4 △ 2,357

北 米 45 42,299 46 43,331 1 1,031

アジア 1,018 111,555 833 99,177 △ 184 △ 12,378

その他 218 43,306 203 44,213 △ 14 907

計 1,405 266,602 1,192 250,485 △ 212 △ 16,117

国 内 824 1,089,048 830 1,054,321 5 △ 34,726

四 

輪 

車

海 外 1,781 1,526,615 1,877 1,647,620 96 121,004

欧 州 217 341,356 188 314,197 △ 28 △ 27,158

北 米 1 8,509 － 5,390 △ 1 △ 3,118

アジア 1,386 997,041 1,480 1,111,626 94 114,584

その他 175 179,708 207 216,406 32 36,697

計 2,605 2,615,664 2,707 2,701,942 102 86,277

国 内 － 19,524 － 19,451 － △ 73

特 

機 

等

海 外 － 36,522 － 43,582 － 7,060

欧 州 － 12,264 － 14,905 － 2,641

北 米 － 14,275 － 17,255 － 2,979

アジア － 3,304 － 3,715 － 411

その他 － 6,678 － 7,705 － 1,027

計 － 56,046 － 63,033 － 6,986

国  内 1,132,732 1,094,611 △ 38,120

合 

計

海 外 1,805,581 1,920,849 115,268

欧 州 398,902 372,028 △ 26,874

北 米 65,084 65,976 892

アジア 1,111,900 1,214,519 102,618

その他 229,693 268,325 38,631

計 2,938,314 3,015,461 77,147

(注)外部顧客の所在地を基礎として区分しています。 
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（２）単独売上高の内訳 

(単位 : 数量 千台、金額 百万円) 

前期 当期 
比較増減 

(25.4.1～26.3.31) (26.4.1～27.3.31) 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 

二 

輪 

車 

国 内 72 13,810 66 12,277 △6 △1,533

 

輸 
 

出 

 一般 123 81,598 105 68,371 △18 △13,226

三国間 － 17,349 － 16,815 － △533

計 123 98,948 105 85,187 △18 △13,760

(海外生産用部品) － (9,630) － (8,907) － (△722)

(

内
、
Ａ
Ｔ
Ｖ)

一般 12 5,776 12 5,917 △0 140

三国間 － 559 － 512 － △46

計 12 6,336 12 6,430 △0 94

(海外生産用部品) － (1,274) － (1,517) － (243)

計 196 112,759 171 97,465 △24 △15,294

四 

輪 

車 

国 

内

軽自動車 760 725,469 822 793,746 61 68,277

小型 88 109,826 83 106,742 △5 △3,084

計 849 835,296 906 900,489 56 65,192

輸 

出 

 一般 152 353,740 150 336,097 △2 △17,642

三国間 － 43,425 － 170,855 － 127,430

計 152 397,165 150 506,952 △2 109,787

(海外生産用部品) － (189,517) － (187,718) － (△1,798)

計 1,002 1,232,461 1,056 1,407,441 54 174,980

特 

機 

国 内 － 3,203 － 3,234 － 31

輸 

出 

 一般 － 21,655 － 24,407 － 2,751

三国間 － 6,115 － 7,738 － 1,622

計 － 27,771 － 32,145 － 4,374

計 － 30,974 － 35,379 － 4,405

部
品
等

国 内 － 77,608 － 76,788 － △819

輸 出（一般） － 45,049 － 46,072 － 1,022

計 － 122,658 － 122,861 － 202

合 

計 

国 内 929,918 992,789 62,870

輸 

出

 一般 502,044 474,948 △27,095

三国間 66,890 195,409 128,519

計 568,934 670,357 101,423

計 1,498,853 1,663,147 164,294


	決算短信表紙_149Q4
	決算短信_149Q4



